	響流の森　だより　（園長室だより）　　


	平成 31年2月26日
附属幼稚園　第21号
発 行 者　八谷俊一郎

	一味違う年長さんの劇発表
　去る１７日(日)に、年長さんが、幼稚園での学びの集大成として、中学校・高校の講堂で劇の発表会を行いました。年長さんは、ミニコンサートで一度経験しているとはいえ、どの位の声の大きさを出していいのか分かりません。しかし、練習の成果を発揮し、一人ひとりが役になりきり、講堂の広さに負けないくらいの大きな声を出して演技し、自分らしさを表現できました。年長さんともなると、結構、長いセリフを覚え、堂々と発表できたのは流石でした。
担任は、幕が上がる前に「上がらないように、落ち着いてね。日頃の自分を出してね」と励ましていたようですが、実は、先生の方が緊張していたのではないでしょうか。子どもたちは、友達と練習を積み上げきたという自信からか、余裕を持って落ち着いて表現していました。
また、今年は、大きな舞台で演じるということで、大道具や小道具の作成から舞台への出し入れまで、自分たちでできるところは自分たちで行うという役割も十分に果たすことができました。
先生や友達と協同して作り上げるという表現のねらいも達成できたのではないでしょうか。
幼稚園教育要領では、「絵本や物語の登場人物になりきることで，自分の未知の世界に出会うことができ，想像上の世界に思いを巡らすこともできる。この過程で，なぜ，どうしてという不思議さを感じたり，わくわく，どきどきして驚いたり，感動したりする。また，悲しみや悔しさなど様々な気持ちに触れ，他人の痛みや思いを知る機会にもなる。このように，幼児期においては，絵本や物語の世界に浸る体験が大切なのである。」とあります。まさしく、友達と未知の世界を旅し、喜びや悲しみに浸りました。これからの小学校生活をより豊かなものにしていくことでしょう。
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さくら組「どろぼうがっこう」
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ゆり組　「ばけものつかい」
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うめ組「にんじんばたけのパピプペポ」

らいおん組で親子凧作りとＢＢＱ
　９日（土）に、らいおん組主催の親子凧作りとＢＢＱ（バーベキュー）を実施しました。この日は、急遽、年長さんの登園日となったために、年長さんは、凧作りに参加できませんでしたが、約５０名の年少・年中の親子で凧作りを行いました。
[bookmark: _GoBack]学級委員（？）の八木さんが人数分の凧を準備し、作り方の指導をされるなど、リーダーシップを発揮され、和気あいあいとした雰囲気での凧づくりでした。お父さん方の中には、凧作りに初めて挑戦される方もおられ、親子で、愉しみながら完成させていました。この日は生憎の雨で、完成後直ぐに飛ばすことができなかったために、りす組の教室で作り、うさぎ組の教室で試作品を飛ばして、出来具合を確かめていました。
ＢＢＱを食べ終わった頃、晴れ間が見られたので、ロータリー周辺で、凧上げが始まりました。子どもたちが思い思いに描いた凧が、幾つも空を舞っていました。中には、大空髙く舞う凧もありました。
ＢＢＱでは、年長さんやお母さんも加わって、大盛況の食事会となりました。皆さん、ＢＢＱがお好きなんですね。お父さん方が総がかりで焼いても、焼いても「お代わり」が続き、準備された肉は気持ちよく完食でした。後片付けも要領よく済ますことができました。ありがとうございました。
次年度の夏祭りは、らいおん組からメニューを増やしたいという声が上がるかもしれませんね。
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